




Utilization of Snowmelt Water   Behavior of
the Chemical Constituents with Snowmelt -
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3.3Ｅｃ－ｃａｌとＥｃ－ｏｂｓ
測定した全イオンのＥＣへの寄与度合
いを知るため，測定した全イオン濃度か
ら，極限モルイオン伝導率４)を用いてＥＣ
の計算値（ＥＣ･cal）を算出した．Fig.２０
に計算値（ＥＣ･cal）と実測値（Ec-obs）
の関係を示した．Ｅｃ－ｃａｌとＥＣ･ｏｂｓは傾
き０．５８３９の直線関係があり，近似直線
への寄与率が０．８９０１であった．これよ
り，測定したイオンの全量はＥｃ－ｏｂｓへ
６割弱寄与していることがわかった．
４．結言
本研究の結果から以下のことがわか
った．
(1)融雪時の融雪速度を遅くすることで，
より不純物量の少ない融雪水をより多
く得られる．
(2)融雪水は雪内部通過中に不純物を取
り込まない．
(3)融雪に伴う融雪水中の不純物排除効
果により硬度５ｍｇ/１以下の超軟水が得
られる．
(4)今回測定したイオンの全量はＥＣ･ｏｂｓ
へ６割弱寄与していることがわかった．
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